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研究成果の概要（和文）：本研究では，先行研究で構築した OMNIBUS オントロジーと理論ア

ウェアかつ標準化準拠なオーサリングシステム SMARTIES をベースとして，教師やインスト

ラクショナルデザイナがその実践の中で培ってきた教育知識（実践的教育知識）を再利用可能

な単位で蓄積・共有するための情報基盤の構築を目指した．その成果として，SMARTIES に

実践的教育知識を記述する機能を追加し，実際の教師に利用してもらう実験を通じて

OMNIBUSとSMARTIESが教師の学習指導案作成に有効であるという可能性を示す事例が得

られた． 
 
 
研究成果の概要（英文）：This study aims at building an information system enhancing 
sharing and reusing knowledge that teachers and instructional designers build up in prac-
tice. In order to achieve this goal, the repersentative researcher improved OMNIBUS on-
tology and the theory-aware authoring system named SMARTIES that he has conducted. 
The major results of this study are: (1) function enhancement of SMARTIES that allows 
users describe their own practical knowledge and (2) an experimental data to suggest the 
effectiveness in actual lesson design of school teachers. 
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１．研究開始当初の背景 
近年，e-Learning に関する標準化技術の発

展 は め ざ ま し く ， 学 習 オ ブ ジ ェ ク ト

（Learning Object: LO，完結したコースウェ

アから写真やテキストなどのファイルまでの

任意の大きさの情報リソース）の共有・再利

用の実用化が急速に進んでいる．しかし，こ

のような技術的な枠組みの確立の一方で，教

育効果の高い学習コンテンツを構成するため

の明確なガイドラインがないという問題もあ
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る． 
ガイドラインになり得るのは，教授や学習

に関する理論や過去の成功事例（ベストプラ

クティス）などである．しかし，実際には学

習コンテンツ設計者がこれらを有効に活用す

ることが難しいというのが現実である．理論

的な教育知識は学習・教授法とその条件，（期

待できる）効果を整理しているが，その抽象

性のために実践での具体的なコンテキストと

は乖離し理解と適用の難しさを招いている．

一方，ベストプラクティスなどの実践的な教

育知識は具体的なコンテキストと密接なため

事例自体は分かりやすいが，抽象性に欠ける

ためにその本質が見えにくく再利用が難しい．

それぞれ，その内容がコンテキストをできる

だけ排除した抽象性か，コンテキストとの密

接さによる具体性のどちらかに偏っているた

めである．これは知識を記述する抽象度の問

題であり，再利用に適した記述の抽象度を設

定し，知識を共有・利用できるようにするこ

とが望まれる． 
 
２．研究の目的 
本研究では，研究背景で挙げた理論的，実

践的な教育知識のうち，特に実践的な教育知

識に注目する．そして，オントロジー工学に

基づき，理論と実践の知識循環を指向した学

習コンテンツ設計のための実践的教育知識リ

ポジトリを構築する．これには以下の 2 つを

支援することが必要になると考えられる． 
 事例から再利用に適した抽象度で実践的

知識を抽出し，元の事例との関連づけたま

ま蓄積する． 
 蓄積した実践的知識を分析し，原理との対

応付けを明らかにできるようにする． 
本研究の基盤となるのは，先行研究で構築

した OMNIBUS オントロジーと理論アウェ

アかつ標準化準拠なオーサリングシステム

SMARTIES であり，これらを改良すること

で，理論的知識と同じ基盤の上で実践的知識

を蓄積し，知識を実践・理論を問わず比較対

照し，実践的知識を再利用や理論への抽象化

のために分析できるようにする． 
 

３．研究の方法 
(1) 実践的知識記述ツールの設計・実装 

研究代表者らによって提案している「方式

知識」の枠組みに基づいて，ユーザが事例か

ら実践的知識を抽出し記述するツールを設

計・実装する．方式知識とはデバイスオント

ロジーに基づいて，学習コンテンツによる学

習者への働きかけ（説明する，例示するなど）

とそれの持つ機能的意味（理解させる，誤り

に気付かせるなど）を明確に区別して学習支

援に関する知識を記述するための枠組みであ

る． 
例えば，学習者が誤って理解している際の

学習支援として，「直接的に誤りを指摘して気

付かせる」，「繰り返し実行させて自分で誤り

に気付かせる」など，様々な対処法が考えら

れる．このような知識を目標 (What to 
achieve)と手段(How to achieve)に分離して

記述することで，類似点と相違点を明確にし

た組織化を可能にすることがこの枠組みの特

色である．上記の例では what は「誤りに気

付かせる」，How は「直接的に指摘する」，「繰

り返し実行させる」となる．つまりこの 2 つ

の例の場合は，what は同じだが How が異な

るということである．一方，「繰り返し実行さ

せる」ことで「記憶の定着」を目指すことも

ある．この場合は，How は同じだが what は
異なる．従って，学習者がする具体的な行為

は同じであるが，全く違った教育的意図を持

っているということである．このように整理

することで，目標(what)と手段(how)の二つ

の観点から共通点と相違点を明確にして学習

支援に関する知識を整理することができる．

このモデル化の枠組みを実践的知識の記述に

も利用する． 
もう一つ重要な機能が，記述した実践的知

識を元となる資料と関連づけることである．

実践の詳細情報として関連する資料（学習・

教授シナリオのドキュメントや学習コンテン

ツなど）と方式知識として記述した実践的知

識を対応付けて管理する仕組みを構築する．

これによって，具体的な実践コンテキストを

残したまま，再利用しやすい抽象度で実践的

知識を整理できるようにする． 
 

(2) OMNIBUS オントロジーの拡張 
実際に教育実践事例から方式知識を抽出す

ることで理論的知識の組織化を目指して構築

された OMNIBUS オントロジーの実践的知

識に対する記述能力を検討する．この項目に

おいて検討すべき事項は，OMNIBUS オント

ロジーで記述できる学習・教授シナリオの抽

象度である．理論は一般的に高い抽象度で教

授者・学習者の行為や状態が記述されている

が，本研究で対象とする実践的知識の場合は，

より具体的な行為や状態が含まれるはずであ

る．OMNIBUS オントロジーを理論から実践

まで幅広くカバーするものにするために，

OMNIBUS オントロジーによる実践的知識

の記述能力について具体例を使って検討する．

具体例については，交流のある研究者から学

習・教授シナリオのサンプルを入手したり，



IMS LD 規格の仕様書に掲載されているサン

プルなどを利用する． 
 

(3) OMNIBUS オントロジーと SMARTIES
の実践利用の検証 

OMNIBUSオントロジーとSMARTIESを

実際の教師に利用してもらうことによって，

具体的な学習指導案（学習・教授のシナリオ）

の内容を記述するのに十分かを検証する．こ

こで特に注目したいことは SMARTIES の使

いやすさではなく，学習・教授のシナリオを

記述するのに十分な表現能力を持っているか

ということである．つまり，必要な語彙・概

念を用意しているか，そして「方式」という

学習・教授方略の記述の枠組みが実際の教師

に受け入れられるかといったことである． 
この点に注目して，具体的な学習指導案を

それを作成した教師と一緒に SMARTIES 上

でモデル化することによって，記述能力の検

証や実践的な知識の抽出を試みる． 
 

４．研究成果 

(1) 実践的知識モデル化のためのオーサリン

グシステムの拡張 
従来は理論に基づくトップダウンなシナリ

オ作成プロセスのみに対応していたオーサリ

ングシステム SMARTIES を具体的な教師と

学習者のインタラクションからのボトムアッ

プな設計にも対応するように拡張した．これ

により，必要に応じてユーザが自由にトップ

ダウンまたはボトムアップにシナリオを設計

できるようになった． 
また，ユーザが自分の学習・教授方略を方

式知識として記述・登録できる機能を追加し

た．これによって，理論的知識と同じ枠組み

で実践的知識を蓄積する機能を実現した． 
 

(2) 学習・教授シナリオの分析ツールの実装 
オーサリングシステムで作成した個々のシ

ナリオの中に OMNIBUS オントロジーで定

義されている状態や学習・教授行為がそれぞ

れどのくらい用いられているかを可視化する

機能を実装した．これにより，作成した学習・

教授シナリオの傾向を分析し，全体として意

図していた傾向と一致しているかを確認でき

るようになった． 
現状はこのような機能が実装できた段階で

あり，この機能について，その効果やこれを

使ってどのような支援を実現できるかについ

てはまだ検討が必要であり，今後の課題とし

て残っている． 
 

(3) 学習指導案モデル化における拡張した

SMARTIES の利用 
実際の中学教師を被験者として，その教師

が作成した学習指導案を SMARTIES を用い

てモデル化することで，OMNIBUS オントロ

ジーの記述能力を検証した．この実験では，

SMARTIES の研究代表者が被験者と共同で，

被験者の SMARTIES の操作への慣れに左右

されずに純粋に OMNIBUS オントロジーの

記述能力を測ることを目指した．この実験の

結果，OMNIBUS オントロジーで用意された

語彙・概念で実際の学習指導案を記述できる

ことを確認した．記述された内容は「方式」

の単位でモジュール化されているため，その

単位で再利用を検討することもできる． 
また，この実験を通じて被験者が学習指導

案を作成した過程を振り返り，設計意図を明

確にできたことによって，実験後に学習指導

案を改善することができた．これは，学習指

導案作成時に頭の中でしか考えていなかった

ため漠然としていたことを，SMARTIES 上

で明示的に記述することができたために，そ

の妥当性や一貫性をより明確に把握できるよ

うになったためと考えられる．これは，この

ような仕組みを通じて学習指導案作成におけ

る内省を支援する環境を構築することができ

る可能性を示唆していると考えられ，本研究

課題の成果を発展させる一つの応用例になる

と考えられる． 
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